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１１月行事予定 

 曜日 行事予定 

1 金  
2 土  
3 日 文化の日 
4 月 振替休日 

5 火 体育朝会 安全指導 短縄旬間始  
聴覚障害者の方との交流授業（４年） 

6 水 B時程 就学時健診 ４時間授業 
7 木 ハッピー班 笑顔と学びの体験プロジェクト 
8 金 セーフティ教室（１～３年） 
9 土  
10 日  
11 月 クラブ活動 生活科町探検（２年） 
12 火 英語４技能検定（６年） 
13 水 ４時間授業 研究授業（２年２組） 
14 木 児童集会 避難訓練（二次避難） 
15 金  
16 土  
17 日  
18 月 視覚障害者の方との交流授業（４年） 
19 火 アートフェスティバル準備（５年・６年） 
20 水 B時程 ５時間授業 個人面談① 
21 木 短縄旬間終 
22 金 B時程 個人面談② 
23 土 勤労感謝の日 
24 日  
25 月 B時程 ５時間授業 個人面談③ 
26 火  
27 水 B時程 ４時間授業 

28 木 B時程 ５時間授業（１年・４時間） 
個人面談④ 

29 金 B時程 個人面談⑤ 

30 土  

「未来につながる学校行事」                   

             校長  黄地 健男 

 誰もが「未来を生きる子供たちが、幸せになって欲

しい。」と願っていることでしょう。成人して社会に

出ると「正答の無い壁」に立ち向かう場面が多くなり

ます。私たち大人は、経験則でそれを学んできました。

今の時代は、以前より社会の変化のスピードが速くな

ったと感じます。また、多様な生き方を選択でき、認

められる時代となりつつあります。 

よって、子供たちが人生の岐路に立って初めて「正

答の無い壁」と対峙するのではなく、各教科や学校行

事などを通じて、以下の３点を経験させることも大切

だと考えています。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

〇自分の目標を設定し、前向きに解決に努めること 

〇友達と協力して課題解決に取り組むこと 

〇行動を振り返り、新たな目標を見出すこと 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

先日実施したスポーツフェスティバルは、この３点

を経験させやすい教育活動です。子供たちは「正答の

無い壁」に立ち向かい、成果を出してくれました。こ

のような力は一足飛びに身に付くものではありませ

ん。しかし、指導できる時間は限られています。内容

を精選する必要があるのです。 

学校行事も時代が変われば、ねらいも変わります。

運動会をスポーツフェスティバルへと名称を変更し、

思い出を作るだけの活動とならないよう、子供たちに

何を経験させるのか、子供たちの未来につながる学校

行事となるよう今後も試行錯誤してまいります。 

保護者の皆様も新たな視点で、学校行事を見つめ直

していただければ幸いです。今後もご支援・ご協力の

ほど、よろしくお願いいたします。 


